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.塩屋袴海水の海洋化学的成分および

その季節的変動について

Some Chemico-Oceanographic Compositions and

their Seasonal Variation of Sea Water of Shioya Bay

桂　　　　　幸　　昭

by Kosho KATSURA

Abstract

Seasonal variations of some chsmical compositions such as chlorinity, dissolved
oxygen, total alkalinity, carbonate alkalinity, calcium content, magnesium content
etc., have been studied. Those properties of sea water seem to be influenced by

river water, especially in the rainy season. The relationship between chlorinity
and temperature at the surface layer was also discussed.

緒　　　　　言

海水の化学的成分についての研究および化学的成分におよぽす陸水の影響については多数報告

されているが,日本では今岩'杉清'E'によって研究され海洋化学的に解説が加えられている。

壇息清水の化学的成分についてはまだ長期にわたっての測定がなされていないので,筆者は以

前lヵキ句の養殖が行われたという塩屋湾水について, 1965年2月から1966年11月までの間に17

回にわたって, chlorinity, total alkalinity, carbonate alkalinity, pH,溶存酸素量,水温,

比雇,カルシウムおよびマグネシウムの測定を行った.測定はFig. 1.に示した1から7までの

設点にて行い,測定の結果季節的な変化かわかったので報告する。

1.試薬および装置

試薬はすべて一級または梅級を用いた。

pHの測定には堀場M-4型pH　メータを用い,比重の測定は採水現場での測定には浮はか

り(20本1組, 0.70-1.85まで測定可能)を用い,実験室での測定には20・oCで10ml.比重ビン

を用いた。溶存酸素の測定に用いたビンは約290mlの褐色ガラス製および白色ポリエチレン製の

細ロビンで,それぞれについて内容積を予め測定して用いた。

2.試料および分析方法

2.1,試料の採取はFig.1に示した各設点(st.1-st.7まで)において行い,いずれも表面

海水である。採水現場では天気,気温,比重および採水時間を測定記録した　Table 1.には測

定年月日,天気　気温,当日の潮の満干時刻,採水時間を示す。比重は　Table帽　に示してあ

るO

2.2,溶存酸素は採水現場での測定が困難なので硫酸マンガンとアルカリ性ヨウ化カリウム溶
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Fig 1. Observational stations in Shioya Bay
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液を加えてMnO COH)。として酸素をIll定し,実験室に持ちかえって翌ET中に測定した。溶存
Ir 、

酸素の測定故はWmkierの改良法に従った0
Xサ

2.3, Chlorinity　の測定はMohr　法によって行った。 Chlorinity　の標準として19-37d

C%0　の日本確準海水(日本学術会談:糠準海水委員会検定　C1964))を用いた　Total alka-
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(7)

Unityおよびcarbonate alkalinityの測定はStrickland　らの方法による。

2.4.カルシウムイオンおよびマグネシウムイオンの定吊は次の方法による。試料10mlをビ

ーカーにとり,緩衝溶液で　PHIOに調整し,ド～タイトBTを指示薬として槽準　EDTA　溶液

CO.01M)で滴定し,滴定値をAmlとする。別に試料10ml　をとり水を加えて約100mlに

してから8NN.aOH5mlを加えてpH12にする。ドータイトN_N指示薬を加えて榎準EDTA
(ォ)

溶液で滴定する.この滴定値BmlをAmlから差引いてマグネシウムイオンの量を算出した0

3.結果および考察

3. 1, Chlorinity, total alkaliility, carbonate alkalinity, pH,溶存酸素量,水温およ

び比重の測定値をそれぞれTable D,理, IY, V, vi. ve.帽に示す。 Table fl,旦　およびIV

から一年のうちで4月, 5月, 6月頃においてchlorinity, total alkalinityおよびcarbonate

alkalinityは極少値を示している。各設点のうちst. 4.が他のいずれよりも低い値であり,こ

れは河川水の影響と思われるD

3. 2, pHの測定値は7.70から8.43の間にあり, PH8以下の値はおもに　st,2, 3, 4, 5, 6

におい.て,しかも3, 4, 5, 6月に測定されている。これもchlorinityと同様河川水の影響と

みられる。

Fig 2. Time variation of dissolved oxygen after sampling. July 26, 19S6.

3. 3,溶存酸素鼠は20-Cにおいて4.94(ml/1〕から6.54Cml/Oの範囲にあり,大細分

は過飽和状態にある。海水を採取してからの放置時間と溶存酸素量の間にはFig. 2の関係があ

る。 Fig. 2によると採水後6時間から12時間の間で急激に溶存酸素Mが減少し, 12時間以上経

過すると殆んど一定の値に達する。これは海水中に含まれる植物性バクテリヤ等の光合成が停止

するためではないかと考えられる。
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1 0 . 5 . 1 . 0 2 4 5 1 . 0 2 5 0 1 . 0 2 4 5 1 . 0 1 8 0 1 . 0 2 4 0

l l . 1 6 . 1 , 0 2 4 0 1 . 0 1 8 5 1 . 0 1 3 6    1 . 0 1 4 3 '  1 . 0 1 3 8 1 . 0 1 3 0

1 > O 2 4 C

1 . 0 1 9 5

1 . 0 2 4 01 2 . 4 . 1 . 0 2 4 5 1 . 0 2 2 5 1 . 0 2 4 0    1 . 0 2 2 5 1 . 0 2 4 5

1 . 6 . "6 6 . 1 . 0 2 8 5 1 . 0 2 7 0 1 . 0 2 5 5    1 . 0 2 2 0 1 . 0 2 6 4 1 . 0 2 8 0 1 . 0 2 6 2

2 . 1 . 1 . 0 2 7 0 1 . 0 2 0 0 1 . 0 2 4 0 1 . 0 2 1 5 1 . .0 2 6 0 1 .0 2 4 5 1 . 0 2 3 S

3 . 1 4 . 1 . 0 2 4 0 1 . 0 1 6 3 1 . 0 0 2 0 1 . 0 1 1 0 1 . 0 0 5 5 1 . 0 0 2 5 1 . 0 0 7 0

4 . 2 6 .-. 1 . 0 2 5 0 1 . 0 2 1 0 1 . 0 1 5 0 1 . 0 0 2 5 1 . 0 1 0 0 1 . 0 1 8 2 1 . 0 2 2 0

5 . 2 4 . 1 . 0 2 4 0 1 . 0 0 5 0 1 . 0 0 2 5 1 . 0 0 2 0 1 . 0 0 1 0 1 . 0 0 2 5 1 . 0 1 1 5

6 . 1 4 . 1 . 0 2 0 5 1 . 0 0 5 5 1 . 0 0 6 0 1 . 0 0 1 0 1 . 0 1 7 0 1 . 0 0 8 5 1 . 0 1 6 0

7 . 1 6 . 1 . 0 2 4 0 1 . 0 2 3 0 1 . 0 2 1 0 1 . 0 0 8 0 1 . 0 2 4 0 1 . 0 2 3 5 1 . 0 2 2 5

9 . 7 . 1 . 0 2 3 0 1 . 0 1 6 5 1 . 0 2 2 0 1 . 0 1 6 0 1 . 0 2 2 5 1 . 0 2 2 0 1 . 0 2 2 2

1 0 .. 1 8 . 1 . 0 2 6 0 1 . 0 2 2 5 '   1 , 0 2 0 0 1 . 0 0 8 2 1 . 0 2 1 0 1 . 0 2 4 3 1 . 0 2 4 5

l l . 8 . 1 . 0 2 3 5 1 . 0 1 2 0 I   1 . 0 1 8 5 1 . 0 0 8 6 1 . 0 2 1 0 1 . 0 1 0 5 1 . 0 1 7 5

R a n g e
1 . 0 2 3 0 -1 . 0 2 8 5 1 . 0 0 5 0 -1 . 0 2 7 0 1 . 0 0 2 0 -1 . 0 2 6 5 1 . 0 0 1 0 -1 . 0 2 4 0 1 . 0 0 1 0 -1 . 0 2 6 4 1 . 0 0 2 5 -1 . 0 2 8 0 1 . 0 0 7 0 -

1 . 0 2 8 5

A v e r a g e    1 . 0 2 4 8    1 . 0 1 8 5 1 . 0 1 7 7    1 . 0 1 3 3    1 . 0 1 9 3 1 . 0 1 7 1    1 * 0 2 0 3

溶存酸素を硫酸マンガンとアルカリ性ヨウ化カリウム溶液でMnO COH)2　として固定後の経

過時間と溶存酸素最の関係はFig.3　に示す。これによると溶存酸素の測定にポリエチレン製の

ビンを用いると溶存酸素を固定してからr直ちに測定しないと測定値は実際より大となる。一般に

採取現場での測定が困難の場合,溶存酸素をMnO COH)2として固定し,実験室にもちかえっ

て測定することになるが,有機物等をあまり含まない試料では数時間から数日放置しても測定値
(5)

に差はないとされている　Fig.3によればガラスビンを使用したときには4日目に測定しても

採水直後の測定値と差がなく, 20日を経過すると約8%実際より大きい値を示す。しかるにポリ

エチレンビンを使用すると採水直後と比較して1日目で約20^, 4日目には40-50%, 20日目で

は400%以上も大きく実測されるので,ガラスビンを使用するときは4日位放置しても差支えな

いが,ポリエチレンビンを使用するときは直ちに測定しなければならないしできるだけ使用して

はならない。

3. 4,温度と　chlorinity　との関係について図示したのがFig.4である。 Fig.4から各設点

におけ尋温度とC1 (机との関係はそれぞれ三角図形の中に含まれ,各設点のうち　St.1が最

もCIC/cc)が大で変動も小さく14-19C鐘o)である　st,4,では最も　Cl〔%Oが小さくな

っており,また変化も大きく　0.3-17.0　に及んでいる。その設点では　Cl (%0　が1-18

(鐘o)に分散していることがわかる　Fig. 4,と類似のT-Clの関係は許田内海においても検
(S

討されているがFig.4,から塩屋袴水も　St. 1, 2, 3, 4, 5　およびst.6,では河川水の影響

が大きい　Fig. 4,でC1が0.5-1占〔yoo)においては各設点とも23-28 CC)の温度範囲に

あり16-19C%0で18-30CC)の間に分散している。

3. 5,カルシウムおよびマグネシウムの分析結果をTableIX　に示す。 Table Rからst,1,
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Fig 3. Relation between,dissolved oxygen and the time after making pickle oxygen by adding
Mn SO, and alkaline KI solution. July 27, 1966.

Fig 4. T-Cl Diagram of Sea Water at Surface Layer.



36桂:塩屋湾海水の海洋化学的成分

お

よびその季節的動について

(10)におけるカルシウムおよびマグネシウムの分析値はFleming等の値CCユ.400mg/kg:Mg,1272mg/kg)に対

して平均Ca,371Cmg/kg);Mg,1246Cmg/kg)であり,わずか

に低い

値を示している。.またCa/ClおよびMg/Clの比はSt.1,において,それ

ぞれ

0.0215-0.02

38および0.067-0.098

であり,Flemingの値CO.0210および0.067)より大とな

っている。. 海水においてのCa/ClおよびMg/C1その他の化学的成分

の比はほぼ一定に保たれているが, 陸水の影響によって特殊成分の比が大となることもある。塩

屋湾水ではその比がFle

mingの値

より大となっており,しかも各設点にその傾向はみられるのでいくらか陸水か

ら流入したと考え られるがなお検討を要する問題である。現段階ではCaは相当陸水によって流入されてくるが

Mg の流入は朗著ではない。目下検討中である。

3 5 7 ( m g /k g )

M g

M g

8 4 7

11 61

12 86
1 2 3 5

1 26 1

1 2 6 5

1 2 0 8

1 1 0 7

( m g / k g )C a / C l

0 . 0 39 3

0 . 0 2 2 6
0 . 0 2 3 4

0 . 021 5

0 . 0 2 35
0. C 2 38 0 . 0 2 29

Mg / C l

0. 0 7 3 3

0 . 0 6 9 4
0 . 0 9 7 80 . 0 6 7 0 0 . 0 74 4

0 . 0 75 4
0. 0 71 0 2 C a 68 1 01 3 9 3 3 1 3 3 8 3 1 8 2 ( mg / k g ) M g 1 7 2

2 6 51 2 0 2
9 87 1 20 0 56 5

(m g / kg )

C a / C l 0 . 0 2 9 1 0 . 0 2 75 0 . 0 2 1 7

0. 02 3 9

0 . 0 24 3 0 . 0 23 2 M g / C l
0 .0 7 3 8

0 . 0 7 1 9 0 . 0 6 6 30 . 0 7 5 4 0 .0 76 0

0 . 0 7 18 3

C a
68

14 0

3 6 3
3 0 9 3 6 9
3 1 8
( m g / kg ) M s 15 9

4 1 6

1 1 5 4
1 2 5 9

1 1 6 7

1 0 7 7( m g / kg )C a / C l 0. 0 2 7 9
0 .0 2 7 6

0 . 0 21 4 0. 0 1 92

0. 0 2 3 7

0 . 0 23 3M g / C l
0 . 0 6 61

0.0 8180.0 6790.0 7860.0 748

0.078 9 4 C a 29 2 1 1 4 7
2 6 3 1 4 11 4 1 ( mg / k g ) Mg 4 3 2 9 36 5 5 6 04 3 4 4 2 5 (m g / k g ) C a/ C l 0 . 0 1 32 0 . O S 9 0 0. 0 2 2 6 0 . 02 5 2 0 . 0 2 55 0 . 0 2 3 2 Mg / C l

Table IX, Calc ium and Magnesium Co ntents in Sea w ater an d thier Ratio t o Chlor inity (o/oo)
  Da test. N o.¥ Ion s "~B. 2 6/666. 14.7.1 6.
9.7. 10.18.    l l.8.

5
R em ark s

6 01
Ca37 7 308 39 6 398

39 9

3 2 9 ( m g / k g )
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4」結　　　　　語

4. 1,塩屋湾の海水を7つの設定にわけて分析した結果　Chlorinity, 0.5-19 C%0. total

alkalinity, 0-32-2.34 (meq/1) ; carbonate alkalinity* 1.49以下-2.25 (meq/O : pH

7.43-8.41蝣　dissolved oxygen, 4-95-6.54 〔ml/1) :温度, 18.2-34.7　CoC)および比

重は1.0010-1.0285 Cg/ml)であった。

4. 2,塩屋湾水は河川水の影響をうけているがその影響がst. 4.で最も大善く,その他は

・st.2≒st.3≒st.6>st. 5>st. 7>st. 1の順であり, st.1で最も河川水の影響が小さい。

4. 3,最も河川水影響をうけているst. 4.のchlorinityは0.347-17-16 〔%<0であり,

1年の平均は9.468 〔roo)であるっ最も影響の少ないSt. 1のそれは13.15-18.85 (%Oで年平

均17-329 C%<0　である。また3月, 4月, 5月および6月に最も河川水の影響が大であった。

この測定に御協力下さった喜納兼勇君に心から感謝する。
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